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【出願番号】特願2014-112673(P2014-112673)
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   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面に表示する画像データに対する補正を行う画像処理装置であって
　前記画面を複数に区分する領域ごとに輝度及び色度の測定値を取得する取得手段と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
手段と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定手段と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画面に表示する画像データを補正する補正
手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記目標輝度は、前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度のうち
の最小値よりも大きい値であり、かつ、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前
記目標輝度よりも小さい領域における表示を当該領域における前記最大輝度で行い、前記
最大輝度が前記目標輝度以上の領域における表示を当該目標輝度で行った場合の輝度ムラ
が所定の許容レベルを超えないように、決定される請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記補正手段は、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前記目標輝度よりも小
さい領域における表示が当該領域における前記最大輝度で行われ、前記最大輝度が前記目
標輝度以上の領域における表示が当該目標輝度で行われるように画像データの補正を行う
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請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記目標輝度は、前記画面の各領域における前記最大輝度のうちの最小値及び最大値に
より定まる輝度範囲の中から選択される値である請求項１～３のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項５】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される輝度ムラのレベルを、前記輝度範囲に含まれる複数の輝度について算出し
、前記輝度範囲に含まれる前記複数の輝度のうち、前記算出した輝度ムラのレベルが前記
許容レベルを超えない輝度を前記目標輝度として決定する請求項４に記載の画像処理装置
。
【請求項６】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記画面の複数の領域のうち前
記算出した輝度が前記目標輝度より小さい領域の面積の全画面の面積に対しする比率に基
づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度の最大値と最
小値との差分に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記第２の決定手段は、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした場
合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度に基づき前記
画面の各領域における明度を算出し、各領域の明度と画面全体の平均明度との差分の大き
さの最大値に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記目標色度は所定の値である請求項１～８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記目標色度は前記画面の中央の領域における色度の測定値に基づき決定される請求項
１～８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記取得手段は、前記画面に赤色の単色画像、緑色の単色画像、青色の単色画像、及び
白色画像を表示させた状態のそれぞれにおいて前記領域ごとに輝度及び色度の測定値を取
得する請求項１～１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　画面に表示する画像データに対する補正を行う画像処理装置の制御方法であって
　前記画面を複数に区分する領域ごとに輝度及び色度の測定値を取得する取得工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定工程と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画面に表示する画像データを補正する補正
工程と、
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記目標輝度は、前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度のうち
の最小値よりも大きい値であり、かつ、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前
記目標輝度よりも小さい領域における表示を当該領域における前記最大輝度で行い、前記
最大輝度が前記目標輝度以上の領域における表示を当該目標輝度で行った場合の輝度ムラ
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が所定の許容レベルを超えないように、決定される請求項１２に記載の画像処理装置の制
御方法。
【請求項１４】
　前記補正工程では、前記画面の複数の領域のうち、前記最大輝度が前記目標輝度よりも
小さい領域における表示が当該領域における前記最大輝度で行われ、前記最大輝度が前記
目標輝度以上の領域における表示が当該目標輝度で行われるように画像データの補正を行
う請求項１３に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記目標輝度は、前記画面の各領域における前記最大輝度のうちの最小値及び最大値に
より定まる輝度範囲の中から選択される値である請求項１２～１４のいずれか１項に記載
の画像処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される輝度ムラのレベルを、前記輝度範囲に含まれる複数の輝度について算出
し、前記輝度範囲に含まれる前記複数の輝度のうち、前記算出した輝度ムラのレベルが前
記許容レベルを超えない輝度を前記目標輝度として決定する請求項１５に記載の画像処理
装置の制御方法。
【請求項１７】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記画面の複数の領域のうち
前記算出した輝度が前記目標輝度より小さい領域の面積の全画面の面積に対しする比率に
基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項１６に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度の最大値と
最小値との差分に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項１６に記載の画像処理装
置の制御方法。
【請求項１９】
　前記第２の決定工程では、前記輝度範囲に含まれる一の輝度を仮に前記目標輝度とした
場合に実現される前記画面の各領域における輝度を算出し、前記算出した輝度に基づき前
記画面の各領域における明度を算出し、各領域の明度と画面全体の平均明度との差分の大
きさの最大値に基づき前記輝度ムラのレベルを算出する請求項１６に記載の画像処理装置
の制御方法。
【請求項２０】
　前記目標色度は所定の値である請求項１２～１９のいずれか１項に記載の画像処理装置
の制御方法。
【請求項２１】
　前記目標色度は前記画面の中央の領域における色度の測定値に基づき決定される請求項
１２～１９のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項２２】
　前記取得工程では、前記画面に赤色の単色画像、緑色の単色画像、青色の単色画像、及
び白色画像を表示させた状態のそれぞれにおいて前記領域ごとに輝度及び色度の測定値を
取得する請求項１２～２１のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項２３】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の画像処理装置を備える画像表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００８】
　本発明は、画面に表示する画像データに対する補正を行う画像処理装置であって
　前記画面を複数に区分する領域ごとに輝度及び色度の測定値を取得する取得手段と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
手段と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定手段と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画面に表示する画像データを補正する補正
手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、画面に表示する画像データに対する補正を行う画像処理装置の制御方法であ
って
　前記画面を複数に区分する領域ごとに輝度及び色度の測定値を取得する取得工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において表示する目標色度を決定する第１の決定
工程と、
　前記測定値に基づき前記画面の各領域において前記目標色度で表示可能な最大輝度を算
出し、前記最大輝度に基づき前記画面の各領域において表示する目標輝度を決定する第２
の決定工程と、
　前記目標色度及び前記目標輝度に基づき前記画面に表示する画像データを補正する補正
工程と、
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　最大表示可能輝度ベクトルｔのうち、刺激値Ｙにあたる要素の数値が、最大表示可能輝
度である。処理装置１０２は、以上の計算を領域ごとに行い、それぞれの領域の最大表示
可能輝度を算出する。図４に、図３の測定結果をもとに目標色度を（０．３０４、０．３
４６）として最大表示可能輝度を算出した結果の一例を示す。図４の数値の単位はいずれ
もｃｄ／ｍ２である。
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